
�
童
謡
「 
水  
口 
」
の
誕
生

み
な 
く
ち

　

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
で
認
め
ら

れ
る
ま
で
の
、
ふ
る
さ
と
紫
波

町
で
の
生
活
や
日
記
・
書
簡
・

自
筆
原
稿
な
ど

�
北
原
白
秋
と
聖
歌

　

北
原
白
秋
と
の
出
会
い
か
ら
、
児

童
文
学
者
と
し
て
独
立
し
、
活
躍
す

る
昭
和
戦
前
期
の
活
動

�
童
謡
「
た
き
び
」
の
誕
生

　
「
た
き
び
」を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
資
料
、
ゆ
か
り
の
場

所
な
ど

�
新
美
南
吉
と
聖
歌

　

聖
歌
が
世
に
出
す
こ
と
に
尽
力
し

た
新
美
南
吉
。
半
田
市
の
新
美
南
吉

記
念
館
か
ら
借
用
の
自
筆
書
簡
も
展

示�
児
童
詩
・
少
年
詩
の
誕
生

　

日
野
に
移
り
住
ん
で
か
ら
の
聖
歌

の
仕
事

�
巽
聖
歌
と
校
歌

　

聖
歌
が
作
詩
し
た
数
多
く
の
校
歌

■
講
演
会
「
巽
聖
歌
と
新
美
南
吉
〜

日
本
児
童
文
学
の
夜
明
け
の
な
か

で
」

　
　

月
１
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
／

１０
講
師
・
保
坂
重
政
氏（
元
編
集
者
。
巽

聖
歌
と
と
も
に
『
新
美
南
吉
全
集
』

の
編
集
を
行
っ
た
）
／　

人
５０

■
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
バ
ス
見
学

会
　
　

月　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

１０

３０

時
※
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
集

合
／
展
示
見
学
後
、
詩
碑
（
日
野
・

八
王
子
）、
童
謡
「
た
き
び
」
の
舞
台

と
な
っ
た
中
野
区
上
高
田
、
夕
焼
け

小
焼
け
の
里
（
八
王
子
市
恩
方
）
な

ど
を
め
ぐ
る
／
先
着　

人
／　

円

２５

２００

■
初
心
者
向
け
講
座

　

日
本
語
の
美
し
さ
を
と
て
も
大
切

に
し
た
聖
歌
の
作
品
は
、
声
に
出
し

て
読
ん
で
み
る
と
、
一
層
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
で
き
ま
す
。

�
巽
聖
歌
の
詩
を
朗
読
し
て
み
よ
う

　
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
／

１０

２２

講
師
・
内
藤
和
美
氏
／　

人
３０

�
巽
聖
歌
の
詩
を
歌
っ
て
み
よ
う

　
　

月
３
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
／

１１
講
師
・
茂
呂
薫
子
氏
、
蓼
沼
明
子
氏

／　

人
３０

　

い
ず
れ
も
９
月　

日
�
午
前
９
時

１５

か
ら
郷
土
資
料
館
（
�　

・
０
９
８

５９２

１
）
へ
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９
月　

日　

〜　

月　

日　

２３

（祝）

１１

１３

（日）
▽
開
館
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
※
最
終
入
館
は
午
後
４
時　
３０

分▽
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
（　

月　
１０

１０

日
を
除
く
）、　

月　

日
�

１０

１１

▽
会
場
＝
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史

館
（
旧
ふ
る
さ
と
博
物
館
）
※
案
内

図
参
照

▽
観
覧
料
＝
無
料

▽
問
合
せ
先
＝
郷
土
資
料
館（
�　

・
５９２

０
９
８
１
）

�巽聖歌自筆色紙

▲『赤い鳥』
　大正１３年１０月号

▲旭が丘での一家（昭和３０年代）

▲旭が丘にあった自宅

期期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間間
中中中中中中中中中中中中
のののののののののののの
催催催催催催催催催催催催
しししししししししししし

期
間
中
の
催
し

主主主主主主主主主主主主
なななななななななななな
展展展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示示示
内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容

主
な
展
示
内
容

（
市
内
で
は
四
小
と
七
生
中
）
に
関

す
る
資
料

�
伊
藤
整
と
田
中
冬
ニ

　

日
野
市
に
お
い
て
交
流
の
あ
っ
た

文
学
者
・
詩
人
の
活
動

�
野
村
千
春
と
聖
歌

　

妻
で
あ
る
洋
画
家
・
野
村
千
春
の

作
品
と
生
涯

�
ふ
る
さ
と
紫
波
町
で

　
「
巽
聖
歌
童
謡
祭
り
」
な
ど
、
ふ
る

さ
と
に
お
け
る
顕
彰
活
動
や
、
母
校

日
詰
小
学
校
の
生
徒
の
総
合
学
習
の

取
り
組
み
と
成
果

旭
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
展
示

　
「
た
き
び
」詩
碑
の
あ
る
旭
が
丘
地

区
セ
ン
タ
ー（
旭
が
丘
中
央
公
園
内
）

で
も
展
示
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝　

月
８
日
�
〜　

日
�
午

１０

１５

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
内
容
＝
巽
聖
歌
と
旭
が
丘
、
地
元

た
き
び
会
に
よ
る
詩
碑
建
立
に
か
か

わ
る
資
料
な
ど
の
展
示
、
た
き
び
コ

ン
サ
ー
ト
、
座
談
会
な
ど
※
展
示
の

案
内
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
中

▽
共
催
＝
中
央
公
民
館

郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷土土土土土土土土土土土土資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料館館館館館館館館館館館館企企企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画画画展展展展展展展展展展展展郷土資料館企画展
　

童
謡
「
た
き
び
」
の
作
詩
者
と
し
て
知
ら
れ
る
巽
聖
歌
（
本
名
・
野
村
七
蔵
）

は
、
明
治　

年
（
１
９
０
５
）
２
月　

日
、
岩
手
県
紫
波
郡
日
詰
町
（
紫
波
町
）

３８

１２

に
生
ま
れ
、
今
年
は
生
誕　

年
に
あ
た
り
ま
す
。

１００

　

昭
和　

年
、
日
野
町 
東  
大  
助 
（
現
在
の
旭
が
丘
）
に
居
を
定
め
、
昭
和　

年

ひ
が
し 
だ
い 

す
け

２３

４８

４
月
に　

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

６８

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
聖
歌
が
生
前
所
蔵
し
て
い
た
蔵
書
・
原
稿
・
日
記
・
書

簡
類
な
ど
多
数
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、
整
理
・
保
管
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
展
示
し
、
大
正
・
昭
和
の
児
童
文
学
の
世
界

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
聖
歌
の
生
涯
と
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

紙 面 か ら

…………………………8
日野市民スポーツ・レクリエーション
フェスティバル

…………………………7「犯罪から子どものいのちを守る」
日野市安全安心の集い

…………………………4・5日野市民文化祭

…………………………2秋の全国交通安全運動

会場案内図


